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　信頼性解析技術委員会は，エレクトロニクス実装の基盤
技術となる信頼性解析技術について，業界が抱える課題の
中で，学会でなければ解決できない技術的課題に取り組む
ことを目的に活動している。定期的にシンポジウムを開催
し，信頼性解析技術の最新動向を紹介するとともに，学術
的な検討が必要な課題は研究会を設置して調査および研究
活動を進めている。現在，当技術委員会では ECM (Electro-

Chemical Migration)の発生メカニズムと抑制技術に関する
議論および評価手法の規格化を目的とした ECM研究会を
組織している。
　今回，当技術委員会では，「高加速寿命評価試験としての
HASTと Air-HASTの試験法の経緯とその実施例並びに課
題」と題して特集を企画した。HAST (Highly Accelerated 

Temperature and Humidity Stress Test)は，電子機器の信頼性
試験のひとつである環境試験として広く使われている方法
であり，高温高湿状態における絶縁抵抗の劣化や腐食信頼
性が主に評価される。近年，電子機器の使用環境が広が
り，屋外でも当たり前のように使用されており，加えて，
安定稼動が必要な電力設備，通信，鉄道，航空などの社会
インフラにも大量の電子機器が導入されており，電子機器
の環境試験がこれまで以上に重要視されている。
　HASTは元々パッケージ化された半導体の配線の腐食評
価に開発された試験法であったが，評価時間が短いため，
国内ではこの試験法がプリント配線板の評価にも導入さ
れ，製品の判定試験として使用されている。そのため，当
初は有機材料使用のプリント配線板ではその耐熱性から過
酷過ぎるのではないかといったことが議論になり，寿命試
験などの裏付けが十分でないことが判明した。そこで，
ECM研究会では 1997年から有機材料を持つプリント配線
板についての調査研究と寿命試験を含む実証試験に取り組
み，使用可能な領域と留意事項を見出した。

　この HASTの試験装置内は不飽和の水蒸気のみからなっ
ていると仮定された試験法であるため，残留空気に対する
規定はない。HASTが鉛フリーはんだのウィスカや導電性
ペーストの腐食による評価などさまざまな分野で使われる
ようになってくると，水蒸気のみの雰囲気では加速性が得
られない場合のあることも判ってきた。このような背景か
ら，今まで HASTの規定になかった積極的に空気分圧を含
むAir-HASTの導入も不可欠になっている。そのため，ECM

研究会では試験装置内の雰囲気を変えた評価方法を検討
し，一連の検討結果を踏まえて，元々の IEC規格の見直し
と Air-HASTの規格化を進めている。
　本特集では，HASTを始めとする環境試験に関する研究
の最前線で活躍されている方々 6名に執筆をお願いし，
HASTの歴史や理論など基礎や Air-HASTの規格化の動向，
最新の適用事例を解説していただいた。今回の特集が電子
機器の環境信頼性の向上にお役に立てば幸いである。さら
に，化学・熱・電気・材料・構造など多数の学問分野にま
たがる「学際」な観点・発想からの研究がどんどん増えて
いく一助になれば，望外の喜びである。最後に，今回の特
集にあたり，特集を企画して下さった関係者の方々，多用
の中で執筆をお受けいただいた方々に厚くお礼を申し上げ
る。
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